
イ
ド
リ
ッ
ヒ
」

ニ
於
テ
應
聘
可
致
旨
申
出
タ
ル
趣
二
付
同
人
ハ
現
ー
ー
英
國
倫
敦

〔
マ
マ
〕

二
居
住
致
居
本
使
親
シ
其
人
物
ヲ
精
鑑
ス
ル
ノ
機
會
ヲ
不
得
侯
得
共
普
國
文
部

大
臣
ノ
推
挙
二
信
頼
シ
遂
二
本
月
十
日
ヲ
以
テ
別
紙
獨
乙
文
契
約
書
二
双
方
記

名
ヲ
了
シ
候
次
第
二
有
之
候

将
又
同
教
師
渡
航
旅
費
支
給
方
二
関
シ
テ
ハ
八
月
十
四
日
付
送
第
七
六
琥
信

ヲ
以
テ
横
濱
正
金
銀
行
ノ
為
替
取
扱
店
タ

ル
当
地
「
ド
イ
ツ
ェ
バ
ン
ク
」
ヨ
リ

支
給
ス
ヘ
キ
旨
曾
禰
前
任
大
臣
ョ
リ
申
越
有
之
候
へ
共
前
顕
ノ
通
リ
本
人
ハ
倫

敦
―
ー
現
住
シ
同
地
ョ
リ
庫
チ
ー
ー
本
邦
へ
渡
航
可
致
都
合
二
有
之
候
間
正
金
銀
行

倫
敦
支
店
卜
交
渉
ノ
上
同
支
店
ー
ー
於
テ
本
使
ョ
リ
発
給
シ
タ
ル
正
当
本
人
タ
ル

証
明
書
卜
引
換
ヘ
ニ
金
九
百
円
ー
ー
相
当
ス
ル
英
貨
ヲ
支
払
ヒ
候
事
卜
相
成
侯
而

シ
テ
右
金
額
二
対
ス
ル
正
当
領
牧
書

ハ
同
支
店
ヨ
リ
其
筋
へ
直
接
送
附
致
候
筈

二
有
之
候
間
左
様
御
了
知
有
之
度
候
尚
右
「
ハ
イ
ド
リ
ッ
ヒ
」
義
ハ
北
獨
ロ
イ

ド
會
社
汽
船
「
。
フ
リ
ン
ツ
ハ
イ
ン
リ
ヒ
」
琥
―
―
搭
乗
シ
赴
任
可
致
来
年
一
月
四

日
横
濱
着
ノ
豫
定
二
有
之
候
二
付
テ
ハ
土
地
不
案
内
ノ
事
故
可
相
成
ハ
音
楽
学

校
ョ
リ
吏
員
一
名
横
濱
へ
出
張
出
迎
ハ
シ
メ
ラ
レ
度
旨
本
人
ー
ー
於
テ
懇
願
致
居

侯
右
本
件
二
関
ス
ル
顛
末
別
紙
契
約
書
相
添
及
具
披
候
間
其
筋
へ
御
轄
報
相
成

度
候
敬
具

明
治
三
十
四
年
十
月
二
十
四
日

在
獨
特
命
全
権
公
使
井
上
勝
之
助

〔手
書
き〕

（
『
外
國
人
敦
師
闊
係
書
類
』
明
治
三
十
二
年
ー
大
正
十
一
年
）

ハ
イ
ド
リ
ヒ
の
最
初
の
契
約
期
間
は
明
治
三
十
七
年
ま
で
で
、
待
遇
は
奏
任
に
準

じ
ー
カ
年
金
千
弐
百
円
が
支
給
さ
れ
た
。
築
地
四
十
三
番
地
に
居
を
定
め
た
が
、
三

外
務
大
臣
小
村
壽
太
郎
殿

十
七
年
四
月
か
ら
の
再
契
約
後
は
住
い
を
横
浜
山
手
一
七
九
に
移
し
て
い
る
。
三
十

八
年
六
月
三
日
付
身
分
が
奏
任
五
等
以
上
に
準
じ
ら
れ
、
四
十
一
年
(
-
九

0
八）

一
月
二
十
三
日
付
を
も
っ
て
勲
五
等
旭
日
章
が
下
賜
さ
れ
た
。

ハ
イ
ド
リ
ヒ
は
他
の
教
師
と
ち
が
い
、
曲
を
教
え
る
前
に
ま
ず
そ
の
形
式
を
分
解

し
て
教
え
、
よ
く
了
解
し
な
い
と
レ
ッ
ス
ン
を
始
め
な
か
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
彼
の

弟
子
の
一
人
で
あ
る
小
松
耕
輔
氏
は
「
メ
ヌ
エ
ッ
ト
の
と
こ
ろ
で
ど
ん
な
踊
り
か
見

当
が
つ
か
な
か
っ
た
ら
先
生
は
い
き
な
り
立
っ
て
踊
り
、
一
緒
に
踊
れ
と
い
っ
て
部

屋
中
ぐ
る
／
＼
踊
っ
た
こ
と
が
あ
る
」
と
語
っ
て
い
る
。
そ
し
て
ハ
イ
ド
リ
ヒ
は
今

日
で
は
あ
た
り
前
の
暗
譜
演
奏
を
奨
励
し
た
。
東
京
音
楽
学
校
と
い
え
ど
も
当
時
は

演
奏
会
に
楽
譜
を
持
っ
て
出
て
い
た
。

四
十
二
年
(
-
九

0
九
）
東
京
音
楽
学
校
を
満
期
退
職
後
は
帰
国
し
た
と
思
わ
れ

る
が
、
そ
の
後
の
消
息
は
明
ら
か
で
な
い
。

（
七
）
シ
ャ
ル
ロ
ッ
テ
・
フ
レ
ッ
ク

C
h
a
r
l
o
t
t
e

？） 

F
l
e
c
k
 (
一
八
七
八

i

明
治
四
十
年
！
四
十
一
年
(
-
九

0
七
,..__,o
八）

在
職
期
間

嘱
託
講
師

担
当
科
目
独
唱
歌

履
歴
（
要
約
）

一
八
七
八
年
一
月
二
十
四
日
、
普
国
シ
テ
ッ
テ
ィ
ン

Stettin
市
に
生
れ
る
。

一
八
八
三
年
よ
り
一
八
九
一
年
ま
で
ス
ウ
ヰ
ー
ネ
ン
ミ
ュ
ン
テ

S
w
i
e
n
e
n
m
tin te

市

高
等
女
学
校
に
在
学
。

一
八
九
八
年
、
同
市
に
お
い
て
声
楽
大
家
リ
リ
ー
・
レ
ー
マ
ン
女
史
の
弟
子
に
就
き
唱

歌
の
教
授
を
受
く
、
そ
の
後
伯
林
ス
テ
ル
ン
音
楽
院
に
入
学
し
三
カ
年
間
修
業
、
一

九
0
五
年
卒
業
。

卒
業
後
は
同
音
楽
院
で
教
え
る
か
た
わ
ら
ベ
ル
リ
ン
市
そ
の
他
の
都
市
で
演
奏
活

動
を
行
い
、
翌
年
十
二
月
に
は
ベ
ル
リ
ン
歌
劇
場
と
契
約
し
た
。
一
九

0
七
年
（
明

治
四
十
年
）
＋
月
母
校
の
校
長
ホ
ル
レ
ン
デ
ル
の
紹
介
に
よ
っ
て
東
京
音
楽
学
校
に
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赴
任
し
て
き
た
。
契
約
期
間
は
四
十
三
年
八
月
三
十
一
日
ま
で
、
月
給
二
百
円
が
支

給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
個
人
的
事
情
に
よ
り
四
十
一
年
(
-
九

0
八）

七
月
二
十
八
日
付
で
依
願
退
職
し
た
。

E
r
n
e
s
t
 
R
e
u
t
e
r
 (
一
八
八

明
治
四
十
二
年
！
四
十
五
年
(
-
九

0
九
l
一
九
―
二
）

在
職
期
間

嘱
託
講
師

担
当
科
目
唱
歌
、
ピ
ア
ノ

明
治
四
十
二
年
三
月
十
一
日
付
で
東
京
音
楽
学
校
校
長
湯
原
元
一
は
ド
イ
ツ
駐
在

官
畑
良
太
郎
参
事
官
に
あ
て
て
「
ド
イ
ツ
か
ら
唱
歌
の
教
師
を
求
め
た
い
が
、
ユ
ン

ケ
ル
の
我
儘
三
昧
の
風
下
に
立
つ
の
は
好
ま
し
く
な
い
と
い
う
理
由
で
日
本
に
来
手

が
な
い
の
だ
が
、
ユ
ン
ケ
ル
だ
っ
て
永
久
に
東
京
音
楽
学
校
に
い
る
わ
け
で
も
な

く、

解
雇
出
来
る
日
も
真
近
い
の
で
適
当
な
教
師
を
探
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
内
容

の
手
紙
を
発
信
し
た
。
そ
し
て
こ
の
求
め
に
応
じ
て
来
日
し
た
の
が
ル
ド
ル
フ

・
ロ

イ
テ
ル
で
あ
る
。
彼
は
ド
イ
ツ
系
ア
メ
リ
カ
人
で
、

一
八
八
八
年
九
月
二
十
一
日
ア

メ
リ
カ
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
生
れ
た
。
父
は
ド
イ
ツ
人
教
会
音
楽
家
で
幼
少
よ
り
両

親
に
つ
い
て
音
楽
を
学
ん
だ
。
十
二
歳
で
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
に
入
学
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

市
の
ビ
ア
ノ
教
師
カ
ー
ル

・
レ
ー
デ
ル
に
師
事
、
さ
ら
に
オ
ル
ガ

ン
も
習
得
し
て
十

五
歳
で
。
フ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
の
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
の
地
位
を
得
て
、
地
域
の
合
唱
団

の
指
揮
者
と
も
な
っ
た
。
一
九

0
六
年
ベ
ル
リ
ン
の
王
立
高
等
学
校
に
入
学
、
対
位

法
を
ウ
ォ
ル
フ
教
授
に
、
管
弦
楽
法
を
マ
ッ
ク
ス
・
ブ
ル
ッ
フ
博
士
に
、
声
楽
を
シ

タ
ン
ゲ
教
授
に
就
い
て
学
ん
だ
。
明
治
四
十
二
年
(
-
九

0
九
）
五
月
十
九
日
、
東

京
音
楽
学
校
の
嘱
託
講
師
と
し
て
来
日
、
初
め
の
契
約
で
四
十
三
年
(
-
九
一

0
)

八
月
三
十
一
日
ま
で
声
楽
お
よ
び
ピ
ア
ノ
教
師
と
し
て
雇
い
入
れ
ら
れ
た
。
一
カ
月

金
四
百
円
給
与
。
同
年
九
月
二
十
三
日
付
で
四
十
五
年
(
-
九
―
二
）
八
月
三
十
一

日
の
契
約
が
成
立
し
た
。
四
十
三
年
(
-
九
一

0
)
十
一
月
二
十
二
日
身
分
は
奏
任

取
扱
い
と
な
る
（
『外
國
人
数
師
闊
係
書
類
』
明
治
三
十
二
年
ー
大
正
十
一
年
）
。

（
八
）
ル
ド
ル
フ
・
ロ
イ
テ
ル

R
u
d
o
l
p
h

八
！
？
）

大
正
三
年
(
-
九
一
四
）
帰
米
、
シ
カ
ゴ
音
楽
カ
レ
ッ
ジ
の
教
師
を
つ
と
め
、
そ

の
間
に
ア
メ
リ
カ
各
地
を
巡
演
、
ア
メ
リ
カ
作
曲
家
の
作
品
紹
介
に
努
力
し
た
。
晩

年
は
ア
メ
リ
カ
音
楽
家
協
会
会
長
を
つ
と
め
た
。

東
京
音
楽
学
校
時
代
の
弟
子
に
は
貰
名
美
名
彦
、
川
久
保
美
須
々
、
石
高
テ
ル
ら

が
い
る
。
そ
の
他
多
く
の
英
オ
を
育
て
た
。
ロ
イ
テ
ル
は
〈
四
つ
葉
の
ク
ロ
ー
バ
〉

の
作
曲
者
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
曲
は
明
治
四
十
五
年
四
月
二
十
六
日
の

学
友
会
男
子
部
春
季
修
学
旅
行
演
奏
会
の
お
り
、
千
葉
県
師
範
学
校
に
お
い
て
初
演

さ
れ
た
。

在
日
中
彼
は
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
し
て
幅
広
い
演
奏
活
動
を
行
っ
た
。
東
京
音
楽
学
校

主
催
以
外
の
音
楽
会
か
ら
二
種
類
の
批
評
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

ロ
イ
テ
ル
氏
＿
音
榮
會

今
春
来
任
せ
し
東
京
昔
榮
學
校
教
授
ル
ド
ル
フ
、

伯
林
＿
音
榮
學
校
を
優
等
に
て
卒
業
し
爾
来
同
國
架
壇
を
賑
は
せ
し
齢
未
だ
二
十

三
の
寄
年
ピ
ア
ニ
ス
ト
な
る
が
今
回
其
妙
技
を
弘
く
内
外
人
に
聴
か
さ
ん
が
為

め
英
獨
米
露
の
各
図
大
使
の
賛
助
を
得
て
十
一
月
二

十
四
日
午
後
八
時
よ
り
有

榮
座
に
於
て
其
演
奏
會
を
催
せ
り
、
記
者
は
既
に
雨
一
＿
一
回
同
氏
の
妙
技
に
接
し

た
る
が
今
回
は
更
に
其
手
腕
に
敬
服
せ
り
、
曲
目
中
。ハ
カ
ニ
イ
ニ
ヴ
ワ
リ
エ
シ

ヨ
ン
の
如
き
は
其
テ
ク
ニ
ッ
ク
に
於
て
到
底
凡
手
の
企
て
及
ば
ざ
る
虞
な
る
が

氏
の
鮮
な
る
技
術
は
遺
憾
な
く
是
を
弾
奏
し
得
た
り
と
云
ふ
べ
く
最
後
の
リ
ス

ト
の
レ
ゼ
ン
ド
は
更
に
氏
の
非
凡
な
る
技
術
を
證
明
す
る
も
の
と
云
ふ
べ
し
。

ル
の
ス
コ
ッ
チ
ポ
エ
ム
何
れ
も
其
々
の
感
興
を
ひ
け
り
。
氏
の
榮
風
に
於
て
最

も
注
意
す
べ
き
は
手
法
極
め
て
摯
賓
に
し
て
些
の
軽
桃
の
風
を
見
ざ
る
こ
と
A

音
の
剛
柔
和
墜
の
均
衡
音
色
の
風
趣
に
富
め
る
貼
に
し
て
形
式
美
の
諸
貼
に
あ

其
他
ベ
エ

ト
オ
ヴ
ェ
ン
の
ロ
ン
ド
。
ド
ビ
ュ
シ
イ
の
サ
ラ
バ
ン
デ
゜

〔
明
治
四
十
二
年
十
一
月
二

十
四
日
有
楽
座
に
お
い

て〕

マ
ク
ド
エ

ロ
イ
テ
ル
氏
は
昨
年
猫
逸
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